
日立清水理科クラブ便り第115号 令和3年9月1日

ついに静岡県にも緊急事態宣言が発令されました。

理科クラブではこれを受けて8月後半の教室開催を中止致しました。

誰がやってもリスク管理はそれほどうまくいかないものとされますが、

ここまでゴタゴタが続くとは、、、。

昨年弱々しく見えた岸田さんが立派に見えてしまうのは何なのでしょう。

9月に教室再開できることを祈るばかりであります。

１．モノづくり教室の活動 8月7日 参加者9組17人 支援者16名

今回は親子教室

テーマ： 飛行機タワー

（新製品）

受付にて消毒

トピックス：

本年も清水ロータリー

クラブより支援金を

戴き、堀谷会長の

ご挨拶を戴きました。

支援金贈呈 堀谷会長ご挨拶

子供達の感想

１．今日は凄く楽しかったです。このことから自由研究はどんな物を作るか決められ

ました。それに今日の工作で「磁石」を使って良いという事を知りました（4年）。

２．ﾓｰﾀ-の回る仕組みが分かりました。最初はﾌﾞﾗｼが当たっていなくてﾓｰﾀ-が

回らなかったけど、変えたら廻りました。（６年）

保護者の感想

１．手書きの説明書が凄く詳しく書いてあり見やすかったです。

途中ﾓｰﾀ-が回らない事もありましたが先生が最後まで見て

頂いたことで回る事が出来ました。

２．子供と一緒に作業出来るのがとても良かったです。子供に

理科の楽しさが分かってもらえたと思います。

３．また親子教室を続けて下さい。

子供の弱み・強みを再確認しました。

４．久しぶりの参加でしたが楽しそうでした。

うまくいかなかった所で、なんで、？が

また新しい発見につながるといいなと。


